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議会だより はこね

あなたと議会を結ぶ情報誌

～日本遺産に認定された箱根八里～
新緑のシーズン、訪れてみてはいかがでしょう
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　最近の観光客の動向は好調であり、僅かながら景気回復は上昇傾向
である。しかし法人の減少や高齢化が進み財源確保が難しい状況。箱
根中学校の長寿命化事業も概ね完了し、今後はごみ処理広域化、箱根
DMO、防災減災等の推進に取り組むこと、無駄のない行財政運営、公
共施設の適正な運営を望む。厳しい財政状況ではあるが、現況に即した
予算であり、今後も「やすらぎとおもてなしあふれる箱根」を目指して
ほしい。

緑風クラブ

賛 成

　一般会計は、引き続き固定資産税の超過課税が行われ町民負担増が盛
り込まれていること。その一方で国際観光ホテル整備法による固定資産
税の不均一課税の見直しが先送りされていること。新たな財源確保とし
て宿泊税を課税するための検討会議が設置されること。学校給食調理の
民間委託が一気に箱根の森、仙石原小に拡大されること。国保では一般
会計からの繰り入れがなくなったこと。温泉、水道、下水道は消費税が
転嫁されている。

山田和江 議員

反 対

このような理由で賛成し　ました／反対しました。

　　平成31年度　議会注目の予算

・�妊娠前から子育て期の全児童と家庭に対し、ママ・パパサポートを行う（子
育て世代地域包括支援等事業、180万円）
・�長期休暇中等において見守りを兼ねた宅食サービスを行う（こども宅食サー
ビス事業、46万円）
・�病気予防の検診など（生活習慣病予防推進事業、2,183万円）
・�小・中学生を対象に2020年東京オリンピック・パラリンピック大会観戦に向
けた準備を行う（東京2020大会体験事業、169万円）
・�箱根中学校の体育館とグラウンド改修を行う（中学校校舎整備事業、６億
9,932万円）

福祉・教育期待の注目事業

・�日本遺産に認定された「箱根八里」の魅力を引き出す
取り組み（日本遺産箱根八里活用事業、235万円）
・�金時山ハイカーなどの利便性向上を図るトイレの整備
（金時公園トイレ整備事業、7,853万円）
・�箱根関所設置400年各種記念イベント（箱根関所設置
400年記念事業、1,446万円）

文化・観光に関する注目事業

議会が
見てるぞ！！
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　超過課税継続をした重要な予算案であることから、多くの時間をかけ
検討し質疑を行った。今後の総合計画を推進していく中で示された「防
災減災対策・観光強化・健康生活増進等」の町民に直接関連する事業内
容と予算配分は適切になされているものと判断された。予算執行に当
たっては、行財政改革アクションプランの着実な遂行、事業に関する重
要度・優先順位を明確にした、事業展開による効率的な行政運営を望
み、賛成するものである。

至 誠 会

賛 成

　災害が多い日本で、外国人の交流人口も多い本町は、大涌谷のことを
忘れず日常の訓練や帰宅困難者対応もされている。国連で採択された
「持続可能な開発目標」ＳＤＧｓ推進に取り組んでいかれる本町はＳＤ
Ｇｓの日本モデル宣言を行うなど期待が持てる。国の幼児教育の取り組
みでは給食費まで無償化され評価されるべき事である。
　特に償却資産については更に新たな課税対象を検討・調査、道路・水
路占用料も調査し賦課するようにしていただきたい。

公 明 党

賛 成

このような理由で賛成し　ました／反対しました。

　　平成31年度　議会注目の予算
　歳入全体の61.9%に当たる町税は、新規宿泊施設開業もあり約１億６千万円
の固定資産税の増を見込んでいるが、個人町民税の減収などもあり前年度に比
べて2.1%の増にとどまり、自主財源全体では前年比2.4%の増となっている。
しかし、依存財源である国庫支出金の25.0%減と県支出金11.8%減があり、依
存財源は6.0%の減となった。歳入は、12月に議決した固定資産税超過課税継
続があって、何とか予算確保ができたものである。

歳入全体では

・�大きな災害に対する備えや防災士を養成をする（地震等災害対策事業、1,149万円）
・�防災無線のデジタル化を32年度までに整備する（防災行政無線整備事業、４億
6,989万円）
・�７月供用開始予定の小田原市斎場施設整備費など（斎場事務広域化推進事業、
3,435万円）
・�湯本を中心とする３号下水道に関する負担金など（１億7,680万円）
・�イノシシ・シカ等の捕獲・駆除を行う（有害鳥獣対策事業、708万円）
・�湯本消防分署・消防団第１分団を移転する（湯本分署建設事業・継続費、２億
4,920万円）

くらしに直結する注目事業
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Ｑ　大阪北部地震でブロック塀倒壊
による危険性が認識され、ブロッ
ク塀等撤去改修の補助制度の事業
概要は
Ａ　通学路周辺の危険なブロック塀
は町内に多く存在し、早急な対応
が必要。現在２件の利用実績があ
る。
Ｑ　補助対象と額は
Ａ　道路に面し、おおよそ縦・横1
ｍ以上のブロック塀が対象となり、
回収には補助金の制度もあるが、
詳しくは町担当に問い合わせて頂
きたい。
Ｑ　今後の対策について
Ａ　制度の周知徹底に努め、撤去・
改修を進める。

ブロック塀等撤去改修補助事業
� 遠藤　秀則

Ｑ　国際観光プロモーションの内容
と、国際観光地としての箱根の立
地を活かすことにより、国際会議
の推進等を図るため、M

マ イ ス

ICE※の
誘致に取り組む考え方。
Ａ　平成２８年度からラグビーに関連
してオーストラリアそしてベトナ
ムを訪問している。今年もオー
ストラリアとアジアを考えてい
る。今後エカーションに取り組み、
M
マ イ ス

ICE※向けの商談会も視野に入
れ検討していきたい。

国際観光プロモーション
� 川端　祥介

Ｑ　警備委託料1,284万円の詳細は
Ａ　監視業務等の委託料であるが、
この委託料は園地事業者にも負担
をお願いしており、町の負担は総
額の約30％、400万円程である。
Ｑ　大涌谷火山は自然災害であるた
め、園地事業者に負担をお願いせ
ず、国や県に補助をしてもらうこ
とは考えられないか。また、入山
料を取って充てていくことはでき
ないか。
Ａ　国や県ではなかなか対象となる
制度がないため、町と園地事業者
で安全対策費の負担をしている。
富士登山の入山料のように、大涌
谷を訪れる観光客に負担を頂く方
法等を調査研究していく。

大涌谷火山対策事業
� 石川　栄

Ｑ　認知症地域支援推進員配置委託
とは。
Ａ　認知症の方や家族等への相談支
援、医療や介護のサービスの調整
やサポートなど正しい知識の普及
啓発を行う業務。
Ｑ　認知症が疑われたり、認知症に
関する相談窓口の周知は、認知症
安心ガイドやお年寄りの便利帳に
も掲載しているが、今後さらに相
談を必要とする方が増えると考え
られる。認知症サポーターを見守
り役、相談役として活躍の場を考
えられないか。
Ａ　認知症地域支援推進員が司令塔
となって実動部隊としてのサポー
ターの動きを検討していきたい。

認知症サポーターの活躍の場を
� 村野由紀子

Ｑ　東京オリンピック・パラリン
ピック開催までの、学校教育の予
定と競技観戦する種目、参加対象
となる児童の考えは
Ａ　屋内で行われるパラリンピック
を候補としている。対象児童は、
町内小学1年から中学3年までの
全員とし、その他町内の私立小中
学校生も対象とする。
　　大会までの期間は、パラスポー
ツ学習と共に、競技者等に来校し
てもらい一緒に競技を実体験し、
アスリートとしての思いを話して
もらうなどを予定する。

2020オリンピック・パラリンピック、小中
学生の競技観戦要望� 折橋　尚道

平
成
31
年
度

予
算
審
議

Ｑ　箱根町子ども子育て支援事業計
画には、子どもの貧困対策の推進
に関する法律における地方公共団
体が行う支援について掲げており、
この事業はその計画に基づくもの
と思うが、この事業を始めたねら
いは。
Ａ　子ども子育て支援事業計画は、
全ての子どもが健やかに成長でき
る社会の実現を目指すために策定
したもので、この度の事業では、
子どもの食事を自宅に提供するこ
とで、児童の生活の安定、欠食防
止を図り、地域全体で子どもたち
を見守り、育てていくことのでき
る環境を構築していくための事業
である。

こども宅食サービス事業
� 山田　成宣

※　�M
マ イ ス

ICEとはMeeting（会議）、Incentive�tour（招待旅行）、Convention／Conference（大会／会議）、Exhibition（展示会）の頭文字を
とって作られた造語です。
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Ｑ　箱根八里が日本遺産に認定され
た東海道石畳の中で、箱根八里を
体験できる短い区間を紹介するな
ど、日本遺産箱根八里を活かす工
夫が必要かと思う。また、旧街道
休憩所を再整備し石畳を楽しむ観
光の拠点にできないか。
Ａ　町の定める公共施設再編整備計
画で、箱根旧街道休憩所は平成34
年で廃止と予定していた。ここ数
年は施設の整備などは行っていな
い。しかし、箱根八里街道観光推
進協議会の協議会の事業、箱根八
里沿線にある既存の資料館等を、
箱根八里を紹介するための拠点施
設として活用していく計画があり、
その拠点施設の一つとして、旧街
道休憩所が利用できるのではない
かと考えている。

日本遺産、箱根八里　石畳利用は
� 川口　延明

Ｑ　強羅駅周辺まちづくり事業の主
な具体的な内容は
Ａ　強羅駅は、多くの観光客や地域
住民が利用する交通の要衝であり、
その重要性は増している。交通事
業者から交通結節点機能の増強と
駅前の活性化を目的とした再整備
の相談を受けて、強羅駅周辺の魅
力を高めるために、地域住民や各
種事業者と行政がお互い協力しな
がら「官民連携まちづくり」が必
要で、同様の事業にノウハウの少
ない当町において、専門家による
協力が必須だと考えて民間との協
議にあたり、アドバイザーとして
専門家に加わってもらう。

強羅駅周辺まちづくり事業
� 稲葉親太郎

Ｑ　この事業は「カシノナガキクイ
ムシ」によるナラ枯れを防除する
もので、国・県有林、私有林を含
め、湯本、宮城野、仙石原地区等
に約225本の被害木があり、特に
湯本駅裏山に多く発生している。
景観上、さらに登山鉄道の運行に
支障を来すことも考えられる。
Ａ　ナラ枯れは２9年7月頃より発生、
30年度は補正予算にて実施し、31
年度は残りを伐倒燻蒸と立木燻蒸
により防除する。森林の安全確保
等の措置は所有者が行うものだが、
住民の生命、財産への危険度を考
慮し、必要な措置を町として検討
していく。

森林病害虫防除事業
� 小川　鶴雄

Ｑ　金時公園トイレの利用状況と維
持管理は
Ａ　金時山の登山者数は年間約10万
5千人に達しており、行楽シーズ
ンは1日約300人が利用しており、
トイレ清掃２日に1回、浄化槽清
掃は本年度は3回増やし、年9回
実施している。
Ｑ　工事内容は
Ａ　給水工事とトイレ建設工事に大
別され、工事金額は7千554万円
である。給水工事は県営水道未供
用区域のため早期に着工したい。
トイレ建て替え工事は現行建築面
積15㎡に拡大し、便器数男女計6
基から9基に増設することで、多
くの利用客に対応していく計画で
ある。

金時公園トイレ整備事業
� 勝俣　泰彦

Ｑ　不法投棄監視カメラの購入台数
及び設置場所は
Ａ　監視カメラ5台購入し、仙石原
長尾峠県道736号線、箱根大観山
付近県道75号線に設置予定。
　　宮城野紅葉ヶ丘バス停付近に県
の監視カメラを設置し稼働する。
Ｑ　不法投棄防止には、町、県の協
力が不可欠であるが、今後共同で
行う事業は。
Ａ　現在、年４回ほど県職員と合同
でパトロールを実施し、町・県の
意識共有を図り対策を行っていく。

散乱ごみ不法投棄対策事業
� 勝俣　剛一

Ｑ　「観光まちづくりの充実・維持
にかかわる財源」のあり方に関す
る検討会議委員報償費の目的は。
Ａ　観光客から幅広く負担を求める
ため、宿泊税の導入に向けた検討
を行う組織となる。
Ｑ　箱根町は全国でも類似した団体
がない特殊な町。検討会議で専門
の方に３年間じっくりと箱根町の
構造的な見直しを含めて検討して
もらい宿泊税でなく持続できる財
源確保に取り組んでもらいたい。
Ａ　これまでの議論、提言、大学連
携の研究成果など関連する内容を
理解してもらい議論を進めていく。

持続できる箱根町の財源確保を！
� 山田　和江

Ｑ　ネット11９緊急通報システムは
どのようなシステムか。
Ａ　このシステムは、会話に不自由
な聴覚、言語障害の方による119
番通報の手段が限定されていたの
で、会話による通報ではなく、容
易に119番通報することができる
システムである。対象となる町内
に在住する方が事前に必要事項を
登録することにより、スマート
フォン等から会話による通報をす
ることなく、安易に119番通報が
可能となる。このシステムを導入
している消防機関であれば、旅先
や移動先でも同様に119番通報が
可能となる。

消防情報機器等整備事業のネット11９
緊急通報システム� 勝俣　公好
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○：賛成　×：反対

専 決 処 分
１件

条 例 改 正
６件

平成30年度
各会計補正予算
３件

平成31年度
各会計予算
12件

　 そ の 他　
１件

工事請負契約
１件

３月
定例会

2月20日から
3月15日まで

会期

専決 処 分
○専決処分の承認を求めることについて

条 例 改 正
○特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について
〇�箱根町議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例
の制定について
　町の財政状況を鑑み、財源確保策として給与及び議員期末手当の削減を行う
〇�箱根町職員の勤務時間及び休暇等に関する条例の一部を改正する条例の制定に
ついて
○箱根町町税条例等の一部を改正する条例の制定について
　軽自動車税を「種別割」に改める
〇�箱根町国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について
〇�箱根町非常勤職員報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例の制定
について

新年度予算
○平成31年度箱根町一般会計予算及びその他11会計予算
　注目予算はＰ２〜３に掲載しています

xxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxx

xxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxx

xxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxx

xxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxx

xxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxx

工事請負契約
○工事請負契約の一部変更について
　�箱根中学校の校舎等長寿命化改良工事請負契約1,620,000千円を1,643,241
千円に変更する

議員別議案賛否一覧（賛否が分かれた議案のみ賛否状況を掲載しています）
議
案
番
号

議　案　名
議
決
結
果

山
田
和
江

勝
俣
公
好

勝
俣
泰
彦

川
口
延
明

勝
俣
剛
一

小
川
鶴
雄

村
野
由
紀
子

川
端
祥
介

山
田
成
宣

稲
葉
親
太
郎

遠
藤
秀
則

石
川
　
栄

折
橋
尚
道

沖
津
弘
幸

3 箱根町職員の勤務時間及び休暇等に関する条例の一部を改正する条例の制定について 可決 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議
長
は
採
決
に
参
加
し
ま
せ
ん

4 箱根町町税条例等の一部を改正する条例の制定について 可決 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
5 箱根町国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について 可決 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
10 平成31年度箱根町一般会計予算 可決 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
11 平成31年度箱根町国民健康保険特別会計予算 可決 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
12 平成31年度箱根町後期高齢者医療特別会計予算 可決 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
18 平成31年度箱根町温泉特別会計予算  可決 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
20 平成31年度箱根町水道事業会計予算 可決 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
21 平成31年度箱根町公共下水道事業会計予算 可決 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

計24件
全て可決そ の 他

○�箱根町指定金融機関の指定について

補 正 予 算

・風しん対策事業 621万8,000円
・観光街路灯整備補助金交付事業追加 357万3,000円
・地域スポーツ施設等整備事業追加 340万2,000円
・小児医療費助成事業追加 199万3,000円

主な内容

平成30年度箱根町国民健康保険特別会計補正予算�（第３号）
平成30年度箱根町介護保険特別会計補正予算�（第２号）

平成30年度箱根町一般会計補正予算�（第４号）
補正額 △1億5,224万7,000円 ⇒ 補正後の総額�117億8,693万4,000円
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事業系ごみ収集体制の見直し・手数料改正後のごみ処理状況は
町 ― 廃棄物は減量し、手数料収入は大幅増となった

問

質

般

一町
の
考
え
方
を
問
う
！

託
収
集
車
両
に
事
業
系
ご
み
の
一

部
を
混
載
し
、
ご
み
処
理
手
数
料

を
不
正
に
免
れ
、
厳
し
い
行
政
処

分
を
課
せ
ら
れ
た
こ
と
が
大
き
く

報
道
さ
れ
た
。
業
者
に
対
す
る
管

理
、
指
導
は

　
一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬
業

者
の
許
可
は
法
に
基
づ
き

行
っ
て
い
る
も
の
で
、
許
可
業
者

は
町
が
行
う
業
務
を
代
行
し
て
い

る
性
質
を
持
ち
、
そ
の
債
務
は
重

い
も
の
で
あ
る
。
今
後
、
排
出
業

者
か
ら
収
集
方
法
や
排
出
事
業
者

と
の
契
約
内
容
な
ど
の
細
部
に
わ

た
る
さ
ら
な
る
管
理
・
監
督
の
強

化
に
努
め
て
い
く
と
と
も
に
、
不

適
正
な
事
案
が
生
じ
た
場
合
は
、

厳
正
に
指
導
、
処
分
を
し
て
い
く
。

　
制
度
改
正
後
の
ご
み
排
出

状
況
は

　
28
年
度
と
30
年
度
の
1
月

末
時
点
で
比
較
す
る
と
、
28

年
度
は
1
万
３
，
７
８
１
ト
ン
、

30
年
度
は
1
万
３
，
１
２
８
ト
ン

で
率
に
し
て
４
．
７
％
の
減
と

な
っ
た
。
制
度
改
正
に
よ
り
、
事

業
者
が
排
出
抑
制
や
資
源
化
に
取

り
組
ん
だ
効
果
が
現
れ
た
と
考
え

て
い
る
。

　
一
般
廃
棄
物
処
理
手
数
料

の
歳
入
状
況
は

　
28
年
度
は
２
，
７
１
２
万

に
対
し
、
29
年
度
は
1
億
１
，

０
８
９
万
円
と
な
り
、
従
前
手
数

料
を
徴
収
し
て
い
な
か
っ
た
燃
せ

る
ご
み
を
対
象
と
し
た
こ
と
に
よ

り
、
大
幅
に
歳
入
増
と
な
っ
た
。

ま
た
、
30
年
度
か
ら
手
数
料
単
価

を
改
定
し
た
結
果
、
1
月
末
で

1
億
4
千
万
円
を
超
え
る
歳
入
と

な
っ
て
い
る
。

　
昨
年
末
、
テ
レ
ビ
・
新
聞

で
南
足
柄
市
に
お
け
る
一
般

廃
棄
物
収
集
運
搬
業
者
が
市
の
委

　３月定例会では、町政全般へ８人の議員が14項目にわたる一般質問を行いまし
た。なお、質問者及び質問項目は、下の表のとおりです。原稿については質問議員
が作成しています。なお、掲載にあたっては紙面の都合上、質問内容、回答共に、
抜粋したものとなっておりますので、ご了承ください。

質問者 質問項目 ページ

石川　　栄 ・�事業系ごみの収集体制の見直し及び一般廃棄物処理手数
料改正後のごみ処理状況について ７

川口　延明 ・�今後の観光行政について
・�今後の高齢者対策とその対応について

８
折橋　尚道

・�宮ノ下地区公共施設利活用事業について
・�事業系ごみ有料化を実施してからのごみ減量化、リサイ
クル率等について

勝俣　泰彦 ・�Wi-Fi（無線LAN）環境の整備について

９
川端　祥介

・会計年度任用職員制度
・観光公害対策について
・外国人就労対策について

遠藤　秀則 ・�公共施設の見直しとさくら館の活性化について
10

村野由紀子 ・�防災減災対策について
・�役場から始めるイクボスについて

山田　和江 ・�消費税増税に反対の表明を求めることについて
・加齢性難聴対策について 11

※ は議員の質問、 は町側の回答です。

ＱＱ Ｑ ＡＡ

Ａ
石
川　

栄 

議
員
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箱根と富士山方面との広域観光圏推進は
町 ― 周遊性の向上による地域活性化を目指す

宮ノ下地区公共施設利活用事業・ごみ減量とリサイクル効果は
町 ― 35年度以降に再編の整理をする。ごみの手数料は差別化を検討

有
力
な
コ
ン
テ
ン
ツ
を
こ
れ
ま
で

以
上
に
Ｐ
Ｒ
、
活
用
し
な
が
ら
、

市
町
村
の
枠
や
県
の
枠
を
超
え
た

広
域
観
光
を
推
進
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
。

　
箱
根
の
『
宿
泊
施
設
』
や
、

美
術
館
を
は
じ
め
と
す
る

『
観
光
施
設
』
に
つ
い
て
は
、
観

光
客
の
満
足
度
も
高
い
レ
ベ
ル
に

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
が
道

路
渋
滞
、
車
両
内
の
混
雑
な
ど
に

つ
い
て
観
光
の
満
足
度
が
得
ら
れ

て
い
る
か

　
交
通
事
業
者
も
混
雑
の
緩

和
に
向
け
て
、
ゴ
ー
ル
デ
ン

コ
ー
ス
の
逆
回
り
な
ど
を
検
討
し

て
お
り
、
お
客
様
に
箱
根
を
楽
し

ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
箱
根
Ｄ
Ｍ

Ｏ
と
で
研
究
す
る
。

の
か
。
リ
サ
イ
ク
ル
を
進
め
る
に

は
、
受
け
入
れ
ご
み
の
差
別
化
を

図
る
と
共
に
リ
サ
イ
ク
ル
意
欲
促

進
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
な
ど
が
必

要
で
は
な
い
か
。

　
ご
み
量
は
観
光
客
数
と
連

動
す
る
傾
向
に
あ
る
が
、
前

年
度
と
比
較
し
て
微
減
し
た
。
リ

サ
イ
ク
ル
率
は
６
．
１
％
と
な
っ

た
。
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画

策
定
に
つ
い
て
諮
問
し
て
い
る
廃

棄
物
減
量
等
推
進
審
議
会
の
意
見

を
踏
ま
え
つ
つ
、
ご
み
処
理
手
数

料
単
価
の
差
別
化
に
つ
い
て
検
討

を
進
め
る
。

　
箱
根
を
軸
と
し
た
広
域
観

光
エ
リ
ア
と
し
て
「
２
０
２

７
年
に
開
業
予
定
の
リ
ニ
ア
中
央

新
幹
線
や
富
士
山
エ
リ
ア
を
含
め

た
観
光
圏
」
が
考
え
ら
れ
な
い
か

　
リ
ニ
ア
新
幹
線
な
ど
の
、

広
域
交
通
網
の
変
化
に
よ
り
、

生
活
圏
・
観
光
圏
が
拡
大
す
る
見

通
し
が
あ
る
中
で
、
静
岡
県
・
神

奈
川
県
・
山
梨
県
の
３
県
で
は
以

前
か
ら
、
富
士
箱
根
伊
豆
の
観
光

地
域
の
も
つ
広
域
的
な
行
政
課
題

に
対
し
て
、
３
県
の
関
係
市
町
村

な
ど
と
協
力
し
な
が
ら
、
連
携
し

て
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
町
と
し
て
も
中
長
期
的
な
視
点

で
箱
根
観
光
の
道
標
で
あ
る
Ｈ
Ｏ

Ｔ
21
観
光
プ
ラ
ン
基
本
計
画
等
に

お
い
て
、
国
内
観
光
客
の
高
齢
化

や
若
者
の
自
家
用
車
離
れ
、
公
共

交
通
利
用
旅
行
へ
の
シ
フ
ト
が
進

ん
で
い
る
こ
と
、
広
域
的
な
観
光

の
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と

は
し
っ
か
り
と
捉
え
て
い
る
。
今

後
は
国
内
・
海
外
を
問
わ
ず
、
観

光
客
に
と
っ
て
箱
根
を
連
想
、
イ

メ
ー
ジ
さ
せ
る
「
富
士
山
」
等
の

　
２7
年
よ
り
公
共
施
設
の
再

編
に
関
し
懇
話
会
を
通
じ
て
、

住
民
と
共
同
で
意
見
交
換
を
進
め

て
き
た
。
こ
の
事
業
は
、
総
合
計

画
に
も
明
記
さ
れ
て
い
る
モ
デ
ル

事
業
で
あ
る
が
、
委
員
会
と
の
合

意
が
さ
れ
な
い
ま
ま
、
31
年
度
予

算
措
置
を
外
さ
れ
計
画
中
止
状
態

と
し
た
が
、
そ
の
意
図
と
背
景
は

ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

　
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
事
業
と
し

て
複
合
化
整
備
を
基
本
構
想

に
策
定
協
議
し
て
き
た
が
、
委
員

か
ら
中
長
期
的
な
視
点
で
考
え
る
。

土
地
利
用
の
変
化
の
チ
ャ
ン
ス
が

来
る
ま
で
待
つ
な
ど
の
意
見
も
あ

り
、
平
成
35
年
度
以
降
の
第
２
期

の
再
編
・
整
備
計
画
の
策
定
時
に
、

公
共
施
設
の
再
編
の
整
理
を
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、

町
内
全
体
の
公
共
施
設
延
べ
床
面

積
3
割
削
減
の
方
針
は
今
後
も
変

わ
ら
な
い
。

　
ご
み
有
料
化
に
あ
た
り
、

事
前
説
明
等
で
は
、
減
量
と

リ
サ
イ
ク
ル
向
上
が
目
的
と
さ
れ

た
が
、
そ
の
効
果
は
達
成
で
き
た

Ｑ

Ｑ

ＱＱ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ
折
橋　

尚
道 

議
員

川
口　

延
明 

議
員
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Ｗｉ－Ｆｉ（無線ＬＡＮ）環境の整備
町 ― ひとり歩きできる観光地の実現に向け整備する

来年度から実施する会計年度任用職員は
町 ― 短時間勤務職員を任用、期末手当を支給

主
要
な
駅
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
つ
い

て
は
交
通
事
業
者
に
よ
り
、
無
料

Ｗ
ｉ

－

Ｆ
ｉ
が
既
に
設
置
さ
れ
て

お
り
、
ま
た
、
バ
ス
停
で
は
な
い

が
、
一
部
バ
ス
事
業
者
が
運
行
す

る
バ
ス
車
内
に
も
無
料
Ｗ
ｉ

－

Ｆ

ｉ
が
設
置
さ
れ
る
な
ど
、
各
交
通

事
業
者
の
協
力
に
よ
り
、
こ
こ
数

年
で
大
き
く
整
備
が
進
ん
で
い
る
。

一
方
、
公
園
な
ど
の
屋
外
施
設
や

避
難
所
等
へ
の
無
料
Ｗ
ｉ

－

Ｆ
ｉ

の
設
置
は
、
現
段
階
で
は
実
施
す

る
予
定
は
な
い
が
、
情
報
収
集
を

容
易
に
し
、
負
担
の
軽
減
に
も
つ

な
が
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

今
後
検
討
し
「
安
心
し
て
安
全
に

ひ
と
り
歩
き
で
き
る
観
光
地
」
の

実
現
に
向
け
、
さ
ら
な
る
受
入
環

境
の
整
備
に
努
め
る
。

　
外
国
人
に
と
っ
て
は
、
不

馴
れ
な
土
地
で
の
就
労
で
あ

る
の
で
、
意
志
の
疎
通
・
仕
事
上

の
ト
ラ
ブ
ル
に
対
応
す
る
た
め
、

雇
用
主
へ
の
支
援
を
行
い
安
心
し

て
仕
事
が
出
来
る
よ
う
、
関
係
機

関
と
連
携
し
な
が
ら
対
策
を
検
討

す
る
。

　
主
要
な
駅
・
バ
ス
停
・
公

園
・
避
難
所
等
の
無
料
Ｗ

ｉ

−

Ｆ
ｉ
設
置
は

　
当
町
を
訪
れ
る
外
国
人
宿

泊
客
数
は
過
去
最
高
を
記
録

し
て
お
り
、
今
後
も
国
際
的
ス

ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
が
間
近

に
迫
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
外

国
人
観
光
客
の
更
な
る
増
加
が
予

想
さ
れ
る
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、「
外
国
人
観

光
客
が
安
心
し
て
安
全
に
一
人
歩

き
で
き
る
観
光
地
」
を
目
指
し
、

受
入
環
境
の
整
備
を
進
め
て
い
る
。

通
信
環
境
に
つ
い
て
は
、
訪
日
外

国
人
観
光
客
か
ら
の
ニ
ー
ズ
は
高

い
も
の
が
あ
り
、
こ
れ
ま
で
、
町

立
観
光
施
設
へ
、
無
料
Ｗ
ｉ

－
Ｆ

ｉ
を
設
置
す
る
他
、
「
箱
根
Ｗ
ｉ

－

Ｆ
ｉ
」
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

運
用
し
て
き
た
が
、
現
在
は
日
本

全
エ
リ
ア
を
広
く
カ
バ
ー
す
る
民

間
事
業
者
が
展
開
す
る
同
種
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
を
町
内
観
光
関
係
事

業
所
等
へ
推
奨
す
る
か
た
ち
で
、

無
料
Ｗ
ｉ

－

Ｆ
ｉ
の
利
用
し
や
す

い
環
境
整
備
を
推
進
し
て
い
る
。

　
来
年
４
月
よ
り
実
施
さ
れ

る
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度

と
、
現
在
ま
で
の
進
捗
状
況
等
条

例
の
整
備
、
提
案
時
期
に
つ
い
て

　
短
時
間
非
常
勤
職
員
を
来

年
度
会
計
年
度
職
員
と
し
て

任
用
し
た
い
。
期
末
手
当
に
つ
い

て
、
2
年
間
で
２
．
６
ヶ
月
分
を

支
給
し
て
い
く
。
条
例
整
備
を
行

い
、
今
年
6
月
か
9
月
に
議
会
へ

上
程
し
た
い
。

　
外
国
人
観
光
客
に
よ
る
、

観
光
公
害
（
オ
ー
バ
ー
ツ
ー

リ
ズ
ム
）
に
つ
い
て
は
、
交
通
渋

滞
、
バ
ス
の
運
行
遅
延
に
よ
る
住

民
と
の
ト
ラ
ブ
ル
等
問
題
が
発
生

し
て
い
る
。
町
の
対
応
は

　
本
町
と
し
て
外
国
人
観
光

客
の
取
り
込
み
は
大
き
な
柱

の
一
つ
で
あ
り
、
観
光
公
害
と
住

民
生
活
が
共
存
で
き
る
よ
う
必
要

な
対
応
を
検
討
す
る
。

　
今
年
４
月
か
ら
外
国
人
労

働
者
が
、
本
町
の
よ
う
な
宿

泊
業
種
に
就
労
の
た
め
、
来
町
す

る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
対
策
は
。

Ｑ

ＱＱＱ

Ａ

Ａ

ＡＡ

勝
俣　

泰
彦 

議
員

川
端　

祥
介 

議
員
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公共施設の見直しとさくら館の活性化
町 ― 平成33年度以降に方向性を検討

防災対策３点を問う

　
長
期
的
財
源
不
足
の
拡
大

が
見
込
ま
れ
、
対
応
策
と
し

て
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
、
再
編
計
画

は
重
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
町

の
取
り
組
み
が
町
民
に
浸
透
し
て

い
な
い
と
思
う
が
、
積
極
的
に

も
っ
と
説
明
等
行
う
べ
き
と
思
う

が
。　

施
設
の
更
新
や
見
直
し
の

必
要
性
を
説
明
、
理
解
を
広

げ
た
い
。

　
平
成
33
年
以
降
、
さ
く
ら

館
、
出
張
所
、
温
泉
会
館
等

施
設
の
検
討
と
あ
る
が
、
地
区
へ

の
説
明
等
は
。

　
全
て
の
施
設
を
維
持
は
困

難
で
あ
り
、
皆
さ
ん
と
丁
寧

に
議
論
し
、
理
解
を
得
て
進
め
る
。

ん
の
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
の
ご

意
見
、
す
で
に
導
入
を
決
め
た
自

治
体
の
動
向
を
見
な
が
ら
調
査
を

行
う
。

　
災
害
時
に
被
災
者
に
対
し

無
料
で
飲
料
を
提
供
す
る

「
災
害
支
援
型
自
動
販
売
機
」
が

あ
る
。
他
の
自
治
体
で
も
飲
料

メ
ー
カ
ー
と
の
災
害
支
援
協
定
が

進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
検
討
し
て

は
ど
う
か
。

　
公
共
施
設
だ
け
で
な
く
駅

や
大
涌
谷
園
地
な
ど
、
多
く

の
人
が
集
ま
る
と
こ
ろ
へ
の
設
置

や
、
事
業
者
へ
の
働
き
か
け
も
含

め
て
調
査
・
研
究
を
進
め
る
。

　
今
後
の
財
政
状
況
が
厳
し

く
、
歳
入
の
増
加
が
見
込
め

な
い
中
で
、
公
共
物
の
統
廃
合
は

早
急
に
進
め
る
課
題
と
考
え
る
が
、

さ
く
ら
館
に
出
張
所
を
入
れ
、
複

合
施
設
と
し
、
利
用
促
進
を
す
る

こ
と
で
活
性
化
を
。
そ
し
て
、
歳

出
削
減
に
も
な
る
と
思
う
が
。

　
公
共
施
設
の
再
編
・
整
備

に
継
続
的
に
取
り
組
み
、
見

え
る
成
果
を
出
し
、
更
な
る
取
り

組
み
に
つ
な
げ
て
い
く
、
こ
の
た

め
に
は
、
住
民
と
の
理
解
が
一
番

重
要
と
考
え
る
。

　
施
設
再
編
、
整
備
計
画
で

96
施
設
と
あ
る
が
、
施
設
の

取
り
組
み
内
容
と
時
期
、
優
先
順

位
は
。

　
施
設
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
基

本
方
針
対
象
期
間
は
約
40
年
、

実
行
計
画
の
再
編
整
備
計
画
は
、

10
年
間
の
４
期
計
画
と
し
、
施
設

老
朽
度
、
更
新
時
期
、
課
題
等
考

慮
、
財
政
負
担
等
検
討
、
平
成
34

年
度
ま
で
に
、
取
り
組
み
が
必
要

な
も
の
を
位
置
付
け
た
。

　
湖
尻
水
門
の
事
前
放
流
と

河
川
の
整
備
が
行
わ
れ
る
こ

と
で
、
早
川
の
急
激
な
水
位
の
上

昇
は
少
な
か
ら
ず
解
消
さ
れ
る
と

思
わ
れ
る
。
河
川
を
浚
渫
す
る
場

所
は
。

　
下
流
側
か
ら
行
う
こ
と
で
、

下
流
部
の
河
川
断
面
が
大
き

く
な
り
、
上
流
部
の
流
れ
も
よ
く

な
る
。
ま
ず
は
仙
石
原
文
化
セ
ン

タ
ー
前
か
ら
行
い
、
今
後
は
、
下

流
部
か
ら
上
流
部
に
向
か
っ
て
順

次
浚
渫
を
行
い
２
～
３
年
を
予
定

し
て
い
る
。

　

備
蓄
食
料
に
つ
い
て
は

「
粉
ミ
ル
ク
」
を
備
蓄
し
て

い
る
が
、
「
液
体
ミ
ル
ク
」
は
常

温
で
保
存
で
き
、
直
ぐ
に
飲
ま
せ

る
こ
と
が
で
き
る
。
粉
ミ
ル
ク
は

お
湯
を
沸
か
し
た
り
哺
乳
瓶
の
洗

浄
や
消
毒
が
必
要
で
、
災
害
時
に

は
液
体
ミ
ル
ク
の
方
が
利
便
性
が

高
い
と
考
え
る
。

　
町
に
住
む
１
歳
児
未
満
の

乳
児
の
人
数
は
、
大
よ
そ
40

人
。
粉
ミ
ル
ク
で
当
面
の
対
応
を

考
え
る
。
現
段
階
で
は
、
赤
ち
ゃ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

ＱＱ

Ｑ

ＡＡ

ＡＡ

ＡＡ
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員
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消費税10％増税に反対の表明を
町 ― 10％への増税は社会保障費に使うので止むを得ない

　
補
聴
器
の
購
入
に
補
助
制

度
を
。

　
年
と
と
も
に
加
齢
性
難
聴
に
な

る
高
齢
者
が
増
え
て
い
る
。
難
聴

に
な
る
と
日
常
生
活
を
不
便
に
し
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
困
難
に

す
る
な
ど
生
活
の
質
を
落
と
す
大

き
な
要
因
に
な
る
。
８0
代
の
方
々

の
9
割
が
補
聴
器
が
必
要
な
聴
力

と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
一
般
に
補

聴
器
は
高
く
買
う
の
を
見
送
る
方

が
た
く
さ
ん
い
る
。
こ
の
よ
う
な

状
況
か
ら
補
聴
器
購
入
に
補
助
制

度
の
創
設
を
求
め
る
。

　
他
市
町
村
の
施
策
を
参
考

に
し
な
が
ら
今
後
検
討
し
て

い
く
。

　
安
倍
首
相
は
今
年
の
10
月

か
ら
消
費
税
を
10
％
に
引
き

上
げ
よ
う
と
し
て
い
る
。
家
計
消

費
は
２5
万
円
も
減
っ
て
お
り
、
賃

金
も
マ
イ
ナ
ス
で
生
活
が
苦
し
い

と
い
う
国
民
の
実
態
10
％
増
税
は

無
理
と
の
現
実
を
つ
き
つ
け
て
い

る
。
消
費
税
増
税
に
反
対
の
声
は

ど
の
世
論
調
査
で
も
賛
成
を
上

回
っ
て
い
る
。
増
税
ス
ト
ッ
プ

の
署
名
活
動
で
は
、
「
５
％
の
時

は
そ
れ
な
り
に
利
益
も
あ
っ
た
が

８
％
に
な
っ
た
ら
利
益
は
減
り
、

消
費
税
を
払
う
の
が
大
変
」「
金

融
機
関
に
消
費
税
を
払
う
た
め
融

資
に
い
っ
た
ら
消
費
税
の
た
め
に

は
貸
せ
な
い
と
言
わ
れ
た
」「
こ

れ
以
上
何
を
節
約
す
れ
ば
い
い
の

か
」
な
ど
の
切
実
な
声
が
寄
せ
ら

れ
て
い
る
。
町
民
の
暮
ら
し
と
営

業
を
守
る
立
場
か
ら
消
費
税
増
税

に
反
対
の
表
明
を
求
め
る
。

　
少
子
高
齢
化
が
進
行
し
年

金
医
療
介
護
費
用
に
あ
て
る

た
め
消
費
税
は
必
要
。
10
％
増
税

は
社
会
保
障
費
に
使
う
の
で
、
致

し
方
な
い
止
む
を
得
な
い
。

　１月２５日の町内施設視察について報告します。
　まず、中学校の長寿命化改良工事現場では、昇降口や、オープン教室等、木
のぬくもりが多く、随所に工夫が施されており、生徒や保護者の方々からも学
校に来るのが楽しみと話されていると聞きました。
　芦之湯の凍雪害対策基地は、木賀、湖尻、箱根に続く４番目のもので、町民
と、雪に不慣れな観光客の安全・安心に寄与する施設だと確認しました。
　環境センターでは、剪定枝を破砕しチップ化する破砕機を視察。チップは最終的に活性炭入りの消石灰に
加工され、その消石灰をごみ焼却の際に混ぜ込むことで、ダイオキシン類を吸着する効果があるとのことで
した。今後も作業効率等研究され、剪定枝の再利用の促進を図ってもらえるようにお願いしました。
　今後も当委員会として協議し関わるべき視察、研究に取り組んでまいります。 委員長　遠藤　秀則

教育福祉環境常任委員会　報 告

　当委員会は４月16日に視察を行いました。始めに、芦ノ湖漁業協同組合養魚
場を視察しました。この時期、この養魚場では平成２1年に町の魚となった“ワ
カサギ”の自然産卵法による増殖を行っており、今日ではワカサギの全国シェ
アの7５％を占めているとのことでした。このような事実を委員会としても再確
認ができ、少し誇らしく感じました。また、昨年９月定例会における補正予算
で、当組合の自家発電機の修理に係る補助として100万円を全会一致により認
めた経緯を鑑み、視察しました。有事の際、この自家発電機により井戸からくみ上げられた地下水が町民の
飲み水として利用できることの再確認ができました。このような施設の充実を、今後とも行政・地域等が協
力しあいながら堅持していかなければならないと、委員一同共有いたしました。併せて、設置400年を迎え
る箱根関所と森のふれあい館の視察も行いました。 委員長　山田　成宣

総務企画観光常任委員会　報 告

Ｑ

ＱＡ

Ａ

山
田　

和
江 

議
員
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広
報
広
聴
委
員
会

　
委
員
長�

稲
葉
親
太
郎

　
副
委
員
長�

川
口　
延
明

　
委

員�

勝
俣　
公
好

�

勝
俣　
剛
一

�

村
野
由
紀
子

�

折
橋　
尚
道

６月定例会の日程（予定）

※ ６月７日開催の議会運営委員会において決定いたしますので、変更となる場
合があります。

　 詳しくは、議会事務局（☎8５-9５70）までお問い合わせいただくか、町議会
ホームページの議会カレンダーをご覧ください。

～ 皆さまの傍聴をお待ちしています ～

６月14日（金）、20日（木）、25日（火）

議会報告会を
開催します

・�平成30年度町の取り組みに
ついて
・平成31年度予算について
・行財政改革について

テ ー マ

日時・会場 ・５月31日（金）PM7：00〜　仙石原文化センター
出席議員s�石川栄副議長、勝俣公好議員、勝俣泰彦議員、川口延明議員、

勝俣剛一議員、村野由紀子議員、川端祥介議員、
　　　　　稲葉親太郎議員、遠藤秀則議員、折橋尚道議員

・6月3日（月）PM7：00〜　山崎集会所
出席議員s�沖津弘幸議長、山田和江議員、勝俣公好議員、川口延明議員、

勝俣剛一議員、小川鶴雄議員、村野由紀子議員、
　　　　　山田成宣議員、稲葉親太郎議員、折橋尚道議員

我が家の自慢

とても人懐っこい8ヶ月の男の子です。
元気に楽しく、過ごしてもらいたいです。

次号以降に掲載するペットを募集しています。
５0文字以内の紹介文、飼い主の名前、可愛がっている動物の名前と住
所、電話番号を明記の上、写真を郵送または下記にＥメールにて議会事
務局まで提出ください。（名前と地区を掲載）
web_gikai@town.hakone.kanagawa.jp
なお、写真によっては掲載不可能な場合もありますので、ご了承下さい。

今までのモニターさんありがとうございました。頂いた意見は少しずつ反映できるところから行います。
新しいモニターさん、これからの２年間よろしくお願いします。
 （順不同、敬称略）

湯本地域 温泉地域 宮城野地域 仙石原地域 箱根地域

八木下　博之 三木　英明 瀬戸　かず江 金子　純子 井上　京子

新たな議会だよりモニターさん決定

仙石原地区　貞廣さん

ミニチュア
シュナウザーの
ハリーくん


